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剖lj司.~改名 氏 ;f, 1=.年月日 山身地 E；昨 Hi ，、官1ド lif :ri 分 !f 
文学部
授越智式位 =1fll. 20 愛媛県凶作史学第二 英凶近代史，西洋近代史教
教育学部
t受・ 森 ,j!Jf 12. 8.27 鹿児必県図，！？館学 近代図古舘史，公立図訟館の行財政と星k 管理
法学郊 t受 ff 1 ;f，附 13. 3,17 福岡県政 'If~ '.J'. フランλ特革命以降のヨー ロ政ッパ政治 ・主k 外交：t. にフランス政党治：！.＇.
経済教乍 ifl J受益山 ~i-!. 12. 8. 1 京五(/11 経（経済済原理論論） 経済，ヂ川原理の理論的・q:.史的研究
Jl.Jl ヴ教： 部 J1 ＝モ ボ i,';- .'J 12. '1. 2 兵Jilm J也 &.< ，ιf’e ， 地医学及びj也j求内部物理学
イシ ! ; usMt 12. 10. 12 7r耳RM 地殻物理学 測地学及び地動殻に物基理づ学く，特震機に重構力の後究、化と地殻変 発 の研
。 音 1手尚 ψj 12. 10. 23 大阪府 I函数解析与4 炎述統及:m；特びに無｜浪パラメタ君学平の基無礎｜浪理次論元現 応用，函数解析の
dシ JI! I l可i郎 13. 3. 7 大馴 I ：：；三＇iii物理学~1- I高野努理学特に活動領域に関する側｛IJ
ク 音川恭ベ 13. 3. 31 兵h.I県 if,lJi( 4句Jli乍 深部熱水の流動過程とlM'.R生成機構の研究
医’教‘主将 授 i気，r;,' ~完↑•.＼＼ 12. 12. 8 J;( /'il(・f !1i JlJ.’Y：第 免佼、戸組織病~'f.. slEびに白的己免研疫究病， 川崎州知Lの免疫病理学
。 f色 lI l正 Jjl 13. 1.6 f;,¥J：；以 ~11 t壬｜付 Fト中 Pl1ff’Y： ・ イ：告去、年の病医学IL~ C脳卒中， fめi示~i' 下Ji経1.!.'Vt!X ・生Jil・生化 〉
医学部 %J ~！ f f"lj 13. 3. 2 J;(/'i!IJ(.f I勾fl・ 乍第 二 説明守l文n，十、ノレモンの代謝とレニン ・ア助教授 ンジオテンシン ・アノレドステロン系
；築学割： 校 1J1h［正 、ド 12. 4. 19 京五（／';JI 薬品物J'l化，、／：. コロイド分散系すの物物性および膜研のγ：定1主 1生と機figに関る理化学的究
dシ 高木博司 13. 3.30 東京都薬 型 学 鋲焔楽の作用機序痛，神経の伝ベプチド御， キョー トルフィン， み 達と制j
-224ー
1987 2. 1 報広大京
?????分'.:It 研そすー座出身地生年月 1名氏部局 ・職名
??
?
? 耐'u＇~工学 ・ 払，動」；こ子 ・ 鉄道工学 ・ 走行
断力学 ・基礎動）J学郎総施設乍
’f-
愛知~＇~大正12. 6.1 タ1尚l悠後J受f.1 
溶J主治金 ・ 溶J安材料 ・ ゴJスカ日丁． ・ ~ '1＇に
非鉄金属全般1谷J;( r.Hlf・f 12. 6.28 :); 止士型f;ij( ペシ
_: ；~：子化’下 ・ 分 f椛込＇Ji首 ・ 分子~＇l'.~I·論f J'.Z ,1-戸分大阪府12. 7.3 ょ’｛次 nr~????????.）！と，〉
航ぞ行機 ・宇IiJI~行体のJl~rtゴJヴ： ．飛行
1州H動UυE｛~ ti'ri J也’7）；（目M.J12. 8. 25 •JL、Il 
?? ????’シ
令市：ィォ ン般物性 ・JiX射線物理ザ： ・原子




4.'J'~l滴学 ・ 鉄鋼材料乍 ・ 熱処理論 ・ カ日
｜：熱処理 ・必靭化論 ・金属系新来材'f: 』w01, l羽1可hl1V;l4'1 12. 9. 30 .'J /';-半、IIl Jシ



















京郁）(.f13. 2. 25 男J行オ三l向イシ
制御工学 ・ 11~1御l憐：cr.i ・ ｜矢JTJ工学 ・ l実川
阿像処理
屯子材料及び川
路,RU-万（lfl[(.f 13. 3.15 
Y・ .f!i. j且桑。
£~学



























?，物滋賀Y,l12. 9. 16 夫二r11' Jl 
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野分’夜、コIL Ii.F ~~ !f' 一き＇＂川斗Il身地ノl二年月n;f, 氏f;J I”） . Jfi品名
原子炉工学にl対する研究，とくに原－f'
炉物理，原子炉設；十の尖験的研究担1[-





f,・ 1=. 兵WM13. 1. 2 Hi~ ＊~ ノkII ~.u毛主Ii研究所教 J受
ノ、























































































































































































































スポー ツH寺には 1時間に 5£もの発1日立が測定さ
れている。？「のみならず尿より炉l・せっされる食店u{
最は，ホルモンによって調節されるため， HZ/：値
に拘れば過剰摂取となる。渇に応じて水を飲むと
発汗:i¥:,J友i立が増し，体内のミネラルの排せつ盈
を取すことになり，反対に極端に水を制限するこ
とは脱水状態となる。ビタミン， ミネラル補給を
兼ねて野菜，果実，牛乳，少量の食塩，適量の水
などを発汗に応じて摂ることがすすめられてい
る。
健康増進のためには，各自の現住までの運動経
験時の体調の変化，栄養摂取状況などの知識を生
かして，運動の目的に沿った栄義への配慮が肝要
であろう。運動するための栄養という観点も結構
であるが，運動の効果を高めるための栄養という
発想が必要である。さらに運動の継続を計画する
際には，その時点における健康状態の検査結果を
確認し，積極的に自己の健康管理と取組んでいた
だきたし、。
（保健管理センター 小川隆三）
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